
 

 

 

 

 

 

「一人一人の「できた」につながった一学期」 

教頭  青 木   淳   

 入学式から約４か月が過ぎ、一学期も終わりを迎えようとしています。入学式では少し緊

張した表情を見せていた子どもたちも、新しい友達や先生との生活に少しずつ慣れ、今では

学校中でたくさんの笑顔が見られるようになりました。 

一学期を振り返ると、子どもたちはそれぞれのペースで「できた！」という経験を積み重

ねてきました。授業で新しい課題に挑戦したこと、友達と協力して活動したこと、自分から

あいさつをしたこと、最後まであきらめずに取り組んだこと。どれも決して小さなことでは

なく、一人一人にとって大切な成長の一歩です。日々の学校生活の中で、自分を大切にしな

がら相手を思いやる気持ちや、仲間と支え合う力も育まれてきたように感じています。 

その成長を強く感じた出来事の一つが、私も引率した中学部の修学旅行でした。旅行中の

６月 25日の朝に地震が発生し、室蘭を離れているときに起きた突然の出来事に、子どもたち

も驚きや不安を感じたことと思います。そのような状況の中でも、２人の生徒は互いに「大

丈夫だよ」と声を掛け合い、落ち着いて行動していました。一人一人が状況を受け止め、協

力して乗り越えようとする様子から、この一学期で積み重ねてきた経験や成長を感じること

ができました。 

また、この出来事は、私たち教職員にとっても、生徒にとっても、家族の存在や日頃から

支えてくれている人の大切さを改めて考える機会となりました。離れて過ごしたからこそ実

感できた家族と一緒にいる安心感や、何気ない日常のありがたさは、普段はなかなか気付く

ことのできないものかもしれません。 

さて、いよいよ夏休みが始まります。学校を離れ、ご家庭で過ごす時間が増えるこの時期

だからこそ、ぜひご家族でたくさん会話をし、一緒に過ごす時間を大切にしていただければ

と思います。食卓で学校の出来事を話題にしたり、一緒に出掛けたり、お手伝いをしたり……。

特別なことでなくても、家族と過ごす何気ない時間は、お子さんにとって大きな安心感とな

り、心の成長にもつながっていきます。 

二学期には、夏休みの思い出をたくさん抱え、一回りたくましくなった子どもたちに会え

ることを、教職員一同楽しみにしています。一学期間、本校の教育活動にご理解とご協力を

いただき、心より感謝申し上げます。 

今年度も「室蘭聾学校いじめ防止基本方針」に基づき、６月上旬に第１回目の児童

生徒アンケートを行いました。アンケートの「（４月以降に）嫌な思いをしたことがあ

る」に「ある」と答えた児童生徒はいませんでした。 

保護者の皆様におかれましても、お気づきの点がありましたら、気兼ねなくご相談

くださいますようお願いいたします。 
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令和８年度４月～７月までの期間において本校ではいじめを認知しておりません。今後も北海道室

蘭聾学校のいじめ防止基本方針に則り行動します。 

※アンケートの実施時期にかかわらず、お子様の学校生活について気になることやご不明な点がございましたら、いつ

でも遠慮なく学校（教頭や担任など）までご相談ください。 

今年の夕涼み会も縁日やバーベキュー、花火など夏の風物

詩を楽しみました。その中でも子供たちが怖くてドキドキするの

が肝試しです。薄暗い体育館に 1 人ずつ入り、ドラキュラから

勇気の証としてご褒美をもらってくることができました。肝試し

の後は、花火を楽しみました。 

5 月 13 日に小学部で遠足に行きました。今年度は、晴天の

下、高砂３丁目公園までの片道 2.3km を往復歩きました。公

園では、遊具や鬼ごっこ、転がしドッヂボールをして遊びまし

た。桜を見ながらのお弁当も風情があって良かったです。 

 

中学部２．３年生は修学旅行で函館を訪れました。生徒たち

は歴史的な場所を巡り、函館の文化に触れ、五稜郭公園での

見学やホテルでの就労体験など、普段なかなか体験できない

出来事を経験しました。新たな発見に目を輝かせ、心に残る楽

しい思い出がたくさんできたようです。 

６月６日に運動会が開催されました。今年は、あいにくの雨

で、体育館での開催となりましたが、「笑顔かがやく 90 周年 

室聾魂これからも！」というテーマのもと、観客のみなさんの

温かい声援を力に変え、日頃の練習の成果を発揮することが

できました。 

 


